
佐渡でのチャレンジ
自動運転を活用し持続可能な社会へ



島全体において『八方良し』を実現するために

地域を知る

島の全体の移動ニーズの見える化

地域の交通をリ・デザイン

説明会

実証走行

座談会・ワークショップの実施

福祉/教育/観光/生活/物流 など
垣根を超えた島全体のニーズを調査

公共交通の分担率を上げる

計画をもとに実証運行開始

実証運行計画の策定［サービス/エリア］

地域交通・自動運転運行の説明会の実施
地域ヒアリングの実施・計画へ反映

佐渡における自動運転導入までの道筋



地域を知る

座談会

地域の交通全体の課題を正しく理解し
自動運転の体験を通じて理解することが受容性醸成につながる

ワークショップ 試乗会 映像配信

地域の方々と深く交流していくことで、受容性も醸成されていく



地域に根付いたモビリティサービスを実現するために

住民・自治体・地元事業者が垣根を超えて

移動の課題を共有・認識し、欲しい移動サービスをみんなで考える

新たなモビリティサービスの便益を各々の立場を越えた想像できている

新たなモビリティサービスを体験しメリットデメリットを正しく理解している
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